




















要約:小児からの動脈硬化の予防を目指して、その危険因子である血清コレステロール,動

脈硬化指数,血圧,体重・身長比等について 7 才時から 5 年おきに 10 年間追跡調査を実施

した。5 年後(7 才時と 12 才時および 12 才時と 17 才時)、10 年後(7 才時と 17 才時)のい

ずれにおいても血清コレステロール値,動脈硬化指数,体重・身長比に高度に有意な相関が

みとめられた。このことは幼児の健診により成長後の危険因子の予知が可能であり早期の

動脈硬化危険因子の調査と個々の予防対策が重要であることを強く示唆している。


